
平成２３年７月  

稲作情報 第５号 【コシヒカリの穂肥】  

コシヒカリの第 1 回目穂肥は慎重に！！ 
      第 2 回目穂肥は確実に！！ 

・ 草丈は近年に比べやや長く、葉色は濃く推移しています。 
・ 幼穂形成期は、田植えが５月１５日の場合、７月１３日頃と見込まれます。 

 茎数（本）  
田植日 草丈(cm) 

株当り ㎡当り 
葉令 葉色 

本年 ５/１４ ７２．４ １８．４ ３８０ １２．１ ４．０

前年 ５/１４ ７４．９ ２０．４ ４１５ １２．２ ４．２

近年平均値 ５/１３ ６８．９ ２２．５ ４４１ １２．１ ３．９

 

 

 

 
                          （7/12調査） 

 

 

○第１回目の穂肥 

 本年は、２～３日程度遅めの施用とします。幼穂 

 の長さ２．０cmを確認し慎重に行いましょう。 

 

○第２回目の穂肥 

基準量を確実に施用し、穂揃期の葉色を 

４．２～４．５に誘導しましょう。 

 

●生育状況による穂肥施用時期・量の目安 

１回目の目安 ２回目の目安 穂肥施用時期 

の生育状況 時期 肥料名と量(/10a) 時期 肥料名と量(/10a) 

ひみ穂肥    １０Ｋｇ ひみ穂肥   １０～１３Ｋｇ 

有機穂肥３２号 １０Ｋｇ 

（ひみ穂波契約栽培地区） 

１回目の 

１週間後 
有機穂肥３２号   １０Ｋｇ 

（ひみ穂波契約栽培地区） 

葉色がさめた 

適正な生育 

幼穂長2.0cm 

草丈：８２ｃｍ程度 

葉色：３.５～３.８ 

７月２２日 

～２４日頃
ＬＰ追肥３８号 

  １５～１７Ｋｇ 
― 施用しない 

葉色がさめず 

旺盛な生育 

草丈：８５ｃｍ以上 

葉色：３.９以上 

○施用量を減らす 

（上記施用量から３～４割程度施用量を減らす）

○施用しない 

１回目の 

１週間後 

上記施用量を基準とする 

※１回目穂肥を施用できなかった場合

で、２回目にＬＰ追肥３８号を施用

する場合の施用量は８Ｋｇとする。

 

 

 

 

 

 

 

幼穂形成期の稲の姿

出穂期から２０日間は湛水 

穂 肥 施 用 の 目 安 
 

幼穂の長さによる出穂時期の目安
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出穂２3日前 

幼穂長０．２ｃｍ 

（幼穂形成期） 

出穂１３日前 

幼穂長２．０ｃｍ 

（１回目穂肥） 

出穂５日前 

幼穂長１８ｃｍ 

（２回目穂肥）

間断かん水 間断かん水 湛水を保ち、こまめに入水する！ 

 
幼穂形成期    穂ばらみ期   出穂期から20日間は湛水 収穫5～7日前まで間断かん水 

幼穂長
２ｍｍ 

コシヒカリの生育状況 

氷 見 市 農 業 技 術 者 協 議 会

J A 氷 見 市 営 農 企 画 課

高 岡 農 林 振 興 セ ン タ ー 氷 見 班

氷 見 市 農 林 課

○ 幼穂形成期以降は水不足にならないよう、間断かん水を行いましょう。 

○ 圃場がやわらかい場合は、落水期間を長めにとり、圃場を干し気味に管理しましょう。 

○ フェーンが予想される場合は、事前に入水しておきましょう。 


